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論文内容の要旨

 子宮頚管粘液の性状についての研究はすでに数多く見

うけられ，それら成分が性ホルモンの支配下に，月経周

期に伴った周期的変化を来たすことが明らかにされた．

しかしながら，その分泌機構の詳細はいまだ解明されて

いない，従来子宮頚管粘液についての知見は，臨床的に

人について得られたものか，あるいは畜産学領域で牛な

どの大動物によって求められた結果が多い．これらの対

象は何れも実験的取扱いには幾多の困難を伴っている．

そこで著者は実験的取扱いの比較的容易である家兎を選

び，子宮頚管における分泌動態の研究を試みた．

 第1篇では，生体へ投与された種・e化合物（スルファ

サイアジン，チオシアンイオン，エバンス青）の頚管粘

液への移行状態について，

 第十篇では，種々薬剤（シナホリン，ピ口跡ルぜン，

アトロピン，エピネフリン，ノルエピネフリン，クロー

ルプロマジン）の頚管粘液分泌におよぼす影響について

13’1および32Pを指標としてそれぞれ研究を行った．

 実験ば，体重約3㎏の健康成熟雌性家兎を用い，少く

とも1週間以上一定条件下に飼育の後，実験に供した．

固定台上に背臥位に固定後開腹して子宮を露出し，膣前

壁に切開を加えて子宮三部を露出させ，毛細ピペット又

は濾紙片を子宮頚管内に挿入し，貯溜叉は浸出した分泌

液を直ちに秤量の後分析に供した．

 家兎の子宮頚管粘液量は極めて少く，未処置動物では

分析可能量を採取することは困難な場合が多いので，実

験に供する約20時間前にシナホリンの10家兎単位を耳静

脈へ投与して，排卵を誘発した．この場・合は開腹直後に

20～10emgの粘液が得られた．粘液採取と同時に血液も

採取しそれぞれ比較検討を行った．

 分析法，スルファサイァジンはBratton Marshal，

チオシアンイオンはKrandahl－Anderson．腸液による発

色法，エバンス青は，肉眼的に比色する方法を用いた．

また放射性標識化合物を用いての粘液分泌の状態に対し

ては，生理的食塩水で希釈した放射性ヨ・一一ド（Na13il）

および放射性リン酸（H332PO、）をそれぞれ耳静脈へ注

入した後，種々薬剤を投与し，その後経時的に頚管粘液

および血液を採取し，シンチレーションカウンター，お

よびガイガーミェーラーカウンターにて計数した．

 このように家兎を用いて，実験的に子宮頚管における

分泌機構の研究を行った結果，第1編では，血液中へ投

与された種々化合物の頚管粘液への移行について，スル

ファサイァジンはすみやかに頚管粘液中に移行し，その

濃度は血清濃度を上まわる．チオシァンイオンもかなり

すみやかに頚管粘液中に移行し，粘液および血清中のチ

オシァンイオン濃度の比は，相当の間一定値を保ってい

る．エバンス青は，有意；な測定結果を与える程，頚管粘

液中には移行しない．すなわ：ら頚管粘液には，血漿成分

のうち高分子化合物である血清アルブミンなどの移行は

認めがたいのに反して，低分子である多くの物質は出現

する．しかしそれらの粘液中の消長は必ずしも血液中濃

度に依存するものとは考えがたく，投与された化合物の

頚管粘液への移行に対しては，それが濃縮されることを

示している．

 このようなことから子宮頚管粘液分泌に基づく機序に

は，少くとも二種の機構，すなわち一つは比較的単純な

低分子血漿成分の移行，他の細胞内成分の放出を伴う分

泌機構が存在するのではないがと結論される．

 第皿篇では，種々薬剤投与による子宮頚管分泌の変化
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を主として13’1の分泌の変化によって検討した結果，ピ

ロカルピゾおよびアトロピンの静脈内投与によっても，

子宮頚管粘液中1311濃度に著明な効果はない．エピネフ

リン，ノルエピネフリンは，ともに子宮頚管粘液分泌量

およびIS’1濃度の増加を示した．クロールプロマジンは

あまり明瞭ではないが，やS1311濃度の低下を来すよう

である．

 以上のことから子宮頚管における分泌は，性ホルモン

・以外に，内分泌系，神経系によっても影響をうけている

ことがうかがわれる．

                  論文審査の結果の要旨

 子宮頚管粘液の性状は妊娠の頚管因子を考察する上の基礎として重要な地位を占めるものであり，人に

ついての粘液の周期的変化が性ホルモンの支配下にあることは漸次解明されつつある．また畜産学領域に

おいては多くの観察が報告されているが，実験動物による実験条件の設定のも．とにおける研究は殆んど見

られない．

 本報は家兎を用いて頚管粘液成分への出現を時間的に追求した結果を述べている．

 その結果より頚管粘液組成のうち一部は一血漿組成の変動を直接反映する濾出的な部分が存在すること

とともに，一部においては頚管粘液の分泌機構の能動的な部分が存在することを示したものである．

 続いてかかる分泌機構へは自律神経系が関与することを解明すべく，自律神経系に作用する薬剤の投与

のもとに，頚管粘液中への1311の出現を追跡，観察の結果，頚管分泌は自律神経ならびに性ホルモンの制

御を受けている事実が示された．

 すなわち頚管粘液の分泌機構に対する他臓器組織機能の関与を実験的条件の設定により解明したもの

であって医学に寄与するものと認める．
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